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るにしたがい肥料成分1毎当りの収量は低下するが，ラ

ジノクローバーはオーチャードグラスに比べその低下の

度合いは比較的少ない。

このことは，さきに述べた様にラジノクローバーの絶

対収量が低収ながら比較的大きな変化を示さなかったた

めと思われる。

増肥分の増収量についてみると，オーチャードグラス

．ラジノクロ∵－ノべ－とも概して7，000軸区も10，000軸区

もその効率に変りないが，しかし肥料の増投はラジノタ

ロノべ－の生産に全く役立たず，逆にマイナスの効果を示

した。これは，本試験のような1：1．75：2．5倍と云う

1律的な施肥量においてオーチャードグラスの生育がラ

ジノクローバーに勝った結果に他ならないと考えられる

が，ここにおいてラジノクローバーの生育を助長するた

めにはある程度のNの減量あるいはP205，K20の増

量等，肥料要素間のバランスの検討が必要と思われる。

4　む　　す　　び

草地管理の第1は牧草による奪取肥料成分の土壌への完

全還元にあると云われる。

39年度において県北，県中，県南の利用1～3年目の

混播草地に対する追肥量（4t，7tlOt，奪嘲巴料成

分還元）の検討をした，その結果1）施肥による牧草の

応答は試験地によって異なったが．いずれも7t区まで

は概して期待収量を確保出来，10t区では下廻った。

2）しかし肥料の増投は（1：1．75：2．5倍）年間収量

の漸増を示めし，草種別にみると増収分はオーチャード

グラスによってしめられた。3）ラジノクローバーはオ

ーチャードグラスと相関があり，多肥になるにしたがっ

て減少した。これは施用N量に支配された両者の競合に

よるものと考えられる。4）収量分布はオーチャードグ

ラスは一般に春から梅雨あけにかけて収量が片寄り，ラ

ジノクローバーは低収ながら比較的安定した生産を示

した。5）肥料効率は地域によって異なるが多肥となる

程その能率は低下し，また1律的な肥料の多投はラジノ

クローバーの生産に対しマイナスの効果を示した。

6）多肥段階における収量の増加はラジノクローノミーの

生育と収量の確保が必要と考えられ，そのためには肥料

要素間のバラソスの検討が望まれる。

播種朋を異にする飼料作物の生育比較試験

（春夏作の部）

荒田　金三・梼本　　意・佐藤　洋孝

（福島県畜試）

1ま　え　が　き

家畜飼養の面から∴粗飼料給与は年間を通じ，平衡的

に必要量が確保されなければならない。

粗飼料の確保の方法としては，経済的にも生理的に

も，混播牧草が有利と思われるが，現在，応く利用され

ている北方系牧草は春秋を通じて，常にある一定の収量

を確保できる訳ではない。ことに盛夏時の夏枯や，病虫

害などによる減収は著しいものがある。

そこでこの牧草の枯渇期を補うために主要な春夏作青

刈飼料作物を供試し，その播種期ごとの収量を比較し，

次期秋冬作飼料作物と合せ，年間を通じ有利な作付体系

を検知するためこの試験を実施した。

なお，秋冬作の部については，一部次年度にまたがる

ので，今回は春夏作のみの考察にとどめることとし，雨

期の作物の組合せなど総合的検討は次年度に廻すことに

した。

2　試験の方法

lt　試験区の構成

播種期を3期，作物を4種．収穫期4期に分け，2区

制とし，1作物当り，21．67㌔，1収穫期当り　5．4諺とした。

2・供試作物1種子量，施肥量その他

当地域に適応性があると思われるデソトコーン．ソル

ゴー，スーダングラス，テオシソトの4作物をとりあ

げ，それぞれ睦巾80川，播巾15e孤の粂播とし，播種量，

施肥量をそれぞれ，第1象第2表のとおりとした。

3・播種期と収穫期との関係



東北農業研究　第　8　号　　　　　　　　　　　　　　　　295

第1表　供試作物とその播種量

第2表　各作物ごとの施肥量（α当り吻）

第3衷　播種期と収穫期の関係
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備考　（）内月日は再生の収かく期である。

播種期ごとの収穫期はそれぞれ播種後60日，75日，90

日，105日とし具体的には第3表のとおりである

3　経過の概要

初期生育は緩慢であったが7月中旬～8月中旬の連続

高温により急激に伸長した。しかし，8月下旬から9月

初旬に至る長雨にあい，軟弱徒長気味で倒伏するものが

見られ，特に，テオシソトでは，かなりな倒伏と腐敗を

も生ずる状況であった。一一万，スーダングラスにおいて

は8月2日の降雨によって，各播種期を問わず大部分倒

伏した。その他の作物も一部倒伏したがデソトコーソの

倒伏状況はかなり強いもので，特に晩楢では酷く，刈取

り調査上の困難もともなった。

第5表　ソルゴーの播種期別収穫期別収量

4　試　験　結　果

各作物，各収穫期ごとの調査結果は次のとおりである。

1．デソトコーソ（トーモロコシ交3号）

最も収量が高いのは5月1日まきで播種後104日を経

過した区で約11t（反当り）をあげている。6月1日ま

きでは比較的平均した収量を示している。すでに最終刈

坂では倒伏が見られ減収している。7月1日では初回の

刈取以降順次収量は低下し，播種後90日，105日区では

問題にならなかった。

2．ソルゴー

第4表　デソトコーソの播種期別収穫期別収量

デソトコーンとは逆に7月1日が安定した収量を示

し．再生刈りを加えた5月1日の早刈りも有利であった

。6月1日は再生刈りを加えても両者に劣り，ソルゴー

には，初期生育にある程度の高温を必要とするようで，

7月1日まきと早拝の再生が高温期に生育するため高収

を示したものと思われる。

3　スーダソグラス

1番刈でα当り400たぎ以上の収量を示したのは6月まき

の94日日刈と7月まきの64日目刈だけで最盛刈をみても

5月まきの1番刈を76日に刈った区であった。6月まき
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と7月まきとの間に約1カ月の期間のあるにも拘らずと

もに高収を示した収穫期は9月1日前後に一致し，5月

まきの再生刈り（9月30日刈り）が比較的多収になった

ことは．やはりこの作物の生育にもある程度の高温を必

要とすることを示すものと思う。

第6表　スーダングラスの播種期別収穫期別収量
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第7表　テオシソト（地上6cm刈）の播種期別収穫期別収量
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第8表　テオシソト（地上20e花刈り）の播種期別収稔期別収量
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慣行刈高を6川，極端な高刈り（結果を明瞭にするため

）を20e帯とした。

最も多収を示したのは6月まきの9月2日刈りで，次

いで再生刈りを加えた5月まきがよかった。7月まきに

ついては，一応収量を示したが実際には倒伏著しく，そ

の程度は刈期の遅いもの程酷かった。

取高さについて第7表，第8表を見ると6月まきの再生刈

りで，高刈りがかなりの成果を収めているが，総体的に高

刈り対低刈りを比較してみると，高刈りは1番刈りですで

に重量のある茎部を20C抑（正確には14e郡）も刈り残すこと

により，標準刈りより，平均してみても少なく，結局再生

刈りを加えた収量においても，標準刈りが高収を示す結

果になった。しかし，その差は統計的には無意であった。

今，実用的α当り収量を400的とし，それに達した収

穫期を線で結ぶと第1図のようになり，この期間であれ

は，ほゞ実用的収量は確保出来ることを意味する。もち

ろんスーダングラスは9月1日のみ○印があり，その前

後に表示がないのはこの時期以外に400的以上の収量を

あげた時期がなかっただけである。

またα当り400毎以上を生産した播種期と刈額期との

関係を表示すると第9表のようになり，目標とする収穫

297

作　 物　 名
播

8

且当り収量4（氾旬以上の利用時期

7月158 8月1 8 3 月1589 月l B 9 月158 10月1 8 10月158

デントコーン

5．Ⅰ

6．1

7．1

○

ソ　ル　 ゴ　ー

5．1

6 ．1

7．1

（¢桶生刈

スーダングラス

5．1

6 ．1

7．1

（

d

q

〉再生メli

テオシント
（地上6 m 刈）

5．1

6．1

7．1

0 －－－－－－－0 （？）再生刈

テオシソト

（地上か Xll）

5．1

6 1

7．1

〇一一・一→0

9

（○）

再生刈

第1国　実用収量を期待できる利用時期

期から逆に播種期を推定することができる。

5　考　　　　　察

最も早く利用出来，かつ収量の高いのはデソトコーソ

の5月1日まきで，次いで6月1日まきがやっと安定し

第9表　α当400吻以上を生産した播種期と刈取期との関係

ている。したがって5月中に，播種期をかえて順次播徳

すれば，長期にわたる青刈利用は可能であろう。7月ま

きでは利用は可能期間が短く，倒伏も著しくなるので，

実用的でない。

ソルゴーはむしろ晩播が優れ，デントコーンのほほ逆

の成続を示した。注目に値することは，第1図からも明

らかなように，利用期間が長いことである。

スーダソグラスも生育にある程度の高温を要し，5月

まきでは初期生育悪く，以後の生長もよくない。ただし，

倒伏し易いがまた恢復する力も強く特徴的であった。
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デオシソトは早播して再生を期待するが，早播して9月

1日～15日の期間に収穫しないと実用収量を得られず各

播種期とも出穂をみたものなくデソトコーソ，ソルゴー

より相当劣っていた。

結局，作付体系の単純化などの見地から，この期の作

物で二つを組合せ長期利用を考える時は，播種期を順次

異にしたデソトコーンを主体とし，これを補うのにソル

ゴーを配して行けは，夏期青刈粗飼料の確保はおおむね

可能と思われる。

6　あ　と　が　き

春夏作飼料作物の収量比較に終始したが，次期に秋冬

作とし，レープ，ライ患えん麦，イタリアソライグラ

スの4枚を比較し，調査中であるので，それらとの結び

つきについて以後の報告で考察検討を加えるつもりであ

る。

野草地への簡易牧草導入試験

久板崎久二・蛇沼　恒夫・小針　久典

前田　　敏・戸田　忠祐

（岩手県畜試）

1ま　え　が　き

飼料生産基盤の拡大のためには，兼開発地の山麓，傾

料地および高原の草地化が必要である。これらの未開発

地はほとんど耕起不可能な場所であり，今後はニュージ

ラソド方式等のような蹄桝による草地造成技術の検討が

要請される。また耕起可能な場所においても，草地の利

用法，家畜の種類，経営．経済的な面から考慮して簡易

な草地造成を行なうことも必要であろう。

本試験では牛の放牧を利用して雑木の生えている憤糾

地の草地化について検討したのでその結果を報告する。

2　試験地の概況

1・試　験　地

岩手県畜産試験場外山試験地3．6ゐα（岩手県玉山村大

字薮州字外山）

2・地　　　勢

療高は約700m，酉面扇型傾斜地，傾斜度10－15度

3．柄　　　生

第1表　上　境　の　化　学　的　性　質

樹令10～15年のナラが10α当り2．57㌔位の密度で茂っ

ている。下草の植生はササを主として，シバ・スゲ・ワ

ラビ・ニガナ・ススキなどの長草型野草地である。

4・試験地の土壌

第1表のとおり，火山灰土壌で表層は腐植にすこぶる

富み，燐酸吸収力強く，塩基にやや富んでいる。第Ⅰ層

は腐植に富む～はすこぶる富む，燐酸吸収力がかなり強

いうえ塩基に欠乏している土壌である。酸度は全般に徴

酸性。

5．気　象　（平年）

初霜10月2日　晩霜　5月20日

年平均気温　6．60C　年間降水量1，300成耽

初雪11月7日　終雪　4月20日

3　試験処理の概要

試験地は全面立木を伐採，放出し．潅木を刈払い集穀

して焼却した。この試験地を第2表に示すように地表の

撰乱，播種後の鎮圧（いずれも放牧）の有無およびその程

度によって過放牧区．ストッキソグ区，無処理区の3区


